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１ はじめに 

本校は付属中学校を併設する中高一貫校である。本校付属中学校はラムサール条約湿地でもある

中池見湿地における調査活動を 10 年以上行っており，ユネスコスクール登録校でもある。環境・

科学教育が盛んになされており，付属中学校の生徒の探求意欲は高い。しかし，本校ではそのよう

な活動は存在せず，中高一貫教育の利点が薄れてしまっているといった課題がある。 

近年，環境問題の１つとして，海洋におけるマイクロプラスチック（MP）が注目されている。MP

の問題点としては，（１）自然に分解されないため，環境中に蓄積しやすい，（２）海洋生物が誤

って摂食する，（３）化学物質を吸着する可能性がある，（４）小さいため回収が難しい，等があ

る。この問題を放置すれば将来的に人間社会に影響を与える可能性が高いが，高校生にとっては，

人間社会へ影響する際には多段階の課程を経るうえ，小さい MP がヒトに及ぼしうる影響をイメー

ジしづらい。そこで本活動では，最も身近な砂浜である「気比の松原」においてMPの実態調査を

行い，環境問題への興味関心を高めることを目的とする。さらに，調査の課程における仮説立てや

研究発表の指導によって，メタ認知やクリティカル・シンキングの実践を行う。これらの活動を通

して，中高一貫の６年間教育による，持続可能な社会の実現に向けた人材の育成を目指す。 

２ 結果 

２－１ 環境中の MP 種数調査 

福井県敦賀市に位置する「気比の松原」は，日本三大松原の一

つにも数えられる，砂浜と松原のコントラストが美しい砂浜であ

る。夏になれば，県内だけでなく県外からも海水浴に訪れる観光

客が多く，敦賀で暮らす生徒にとっては最も身近な砂浜である。

活動の第一段階として，そのような美しく身近な場所にも MP が

存在しているのかを調査することで，生徒の環境問題への意識づ

けを行った。気比の松原を 10地点に分け，各地点で砂を 300gず

つ，春・夏・秋の 3回採取した。その後，比重の違いを利用し飽

和食塩水を用いて砂とMP を分離し，種類と数を計測した。その

結果，図１のようなMPを得ることができた。また，それらの結

果をまとめたものが表 1である。 
図１ 気比の松原で採取した MP 



 

 

 

２－２ 生物中の MP 種数調査 

次に，生物がどれほどMP を誤食しているのかを調査した。気比の松原で釣り上げたサゴシ（サ

ワラ）を解剖し，消化器官を 30%過酸化水素水で処理した 1。その後，消化器官溶液をろ過し，顕

微鏡下で観察を行った（N=2，図２）。しかし，MP を発見することはできなかった。 

３ 考察 

３－１ 環境中の MP種数調査 

 調査の結果，気比の松原においても MP を採取することができた。これは，気比の松原もMPに

よって汚染されていることを表している。また，春，夏と比較して，秋に 10 倍以上もの MP を採

取することができた。秋に多いことの理由として，6月に「松原クリーンアップ大作戦」があるこ

とや，夏には海水浴の観光客が多いこと，秋になると魚やカニの出荷用の発泡スチロール使用量が

表 1 気比の松原における MP 種数 

PE：ポリエチレン，PS：ポリスチレン，PP：ポリプロピレン 

図２ 生物体内の MP 数調査 

左：気比の松原で釣り上げたサゴシの解剖途中 

右：消化器官を 30%過酸化水素水で処理した後の溶液 



 

 

増えることが要因の 1 つであると考えている。また，季節を通して地

点 8 には多くの MP が蓄積する傾向があることも分かった。地点 8 は

堤防の横に位置する地点であり，潮の流れが収束しやすい地点なので

はないかと考えている。以上の推察を踏まえ，次年度は，①さらに細

かい調査を行うことで，MP 種数の推移を正確に記録する，②気比の松

原を汚染している MP はどこ由来のものが多いのか，③気比の松原の

潮の流れの計測，等を行っていきたいと考えている。 

３－２ 生物中の MP 種数調査 

 今回の調査においては，魚の消化器官内にMPはなかった。しかし，①サンプル数が少なかった

こと，②調査した魚がいわゆるフィッシュイーターのサゴシだったこと，の影響を無視できない。

これらを踏まえ次年度は，大量に釣れるアジなどの魚を対象に調査を継続していきたいと考えてい

る。 

３－３ MPの回収についての考察 

 本活動を通して，多くの砂浜にある MP の状態を観測

した。中でも興味深い発見が 3点ある。1点目は，高潮線

付近で多くの MP を採取できたこと。2 点目は，砂浜に

打ち上げられていた木片に多数の MP（特に発泡スチロ

ール）がくっついていたこと。3点目は，MP が存在する

地点の砂は，その粒形が小さいことである。1点目につい

て，波が到達する最高点が高潮線となることから，MPが

波にさらわれることによって説明できると考えており，

先行研究においてもこの付近で砂を採取している 2。2点

目について，砂浜で図 4 のような状態の漂着物が多くみ

られた。水のような流体中における浮遊物の振る舞いと

して，このような現象が起こるのかもしれない。また，3

点目について，粉体の流動化と呼ばれる現象が知られている。例えば，容器に砂を入れ，その中に

ピンポン玉を埋め，容器を振ると，比重の違いによってピンポン玉が浮かびあがってくる。砂浜に

おいても，ある地点に存在する粒子の粒径や比重によって MP の動的振る舞いが変化するのかもし

れない。次年度以降，これらの知見と先行研究 3, 4を基に，MP の回収方策について実験を行い，地

域社会に還元することで，美しい地元の景観を守る方法を模索していきたいと考えている。 

４ まとめ 

 研究は，仮説，実験・調査，考察，発表のサイクルで進められる。本活動では，それらのサイク

ルを通して，①環境問題への意識づけ，②メタ認知の養成，③クリティカル・シンキングの実践，

の 3点を生徒に行うことを目標とした。気比の松原の調査を通して，世界的な問題として取り上げ

られているMPが身近な砂浜でも汚染を拡大していることを意識させた。考察や発表準備を通して，

自分達の思考に論理的な飛躍がないかを考えさせた。さらに，発表に対する質疑応答を通して，新

しい視点での考え方を発見させた。これらの資質・能力は，受け身になりがちな普段の授業で身に

つけさせることは難しく，特に，生徒が主体となって行う研究発表のような場面を多く体験できた

ことによる生徒の成長は著しいように感じた。特に今年度の活動において本校の生徒は，敦賀市環

境フェア（ポスター発表），中谷財団主催の成果発表会（ポスター発表），福井県ユネスコスクー

ル等・SDGs交流会（口頭発表），福井県 SSH 合同課題研究発表会（口頭発表）など，多くの発表

の機会を得ることができた。生徒のプレゼン資料の作成技術やその手法技術の向上はもちろんのこ

と，他人の意見に真摯に耳を傾け，自らの意見との齟齬を修正していく姿勢を見て，多様性を認め

図３ 地点 8 の航空写真 

図 4 漂着物にくっついている MP 



 

 

つつ人間社会の一つの正解の形を目指す，SDGs の可能性を感じた。本活動において対象となった

生徒は本校のほんの一部でしかなかったが，次年度以降，さらに対象を拡大していきたい。 
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図 5 発表・取材の様子の一部 

左上：中谷財団成果発表会，右上：RCN取材 

左下：SSH 発表，右下：ユネスコスクール発表 


